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・ ロシア人名・ロシア語のカナ表記について  
ロシア人名、固有名詞などのロシア語については、フランシス･マース著
『ロシア音楽史』（森田稔、梅津紀雄、中田朱美訳） 1  の凡例に示される方
式を基本的に踏襲した。  
 
・ 音名の表記はドイツ式表記を原則として用いた。  
 
・ 作品番号および作曲年について  
複数の資料間において相違の認められる作品番号および作曲年について
は、国際フェーインベルク―スカルコッタス協会  Association Internationale 






 Bunin 1999:  
    Бунин ,  Виктор  Владимирович .  Самуил Евгениевич Фейнберг: Жизнь  и  
творчество .  Москва: Музыка ,  1999. 
 
  Ukhova 1979:  
    Ухова ,  Ильина  Владимировна .  “Фортепианные  сонаты  С .  Е .  Фейнберга: к  
раскрытию  творческого  облика  выдающегося советского  музыканта”, 
Московская  государственная консерватория  имени  П.  И .  Чайковского ,  1979. 
 
                                                        
1 フランシス･マース『ロシア音楽史――《カーマリンスカヤ》から《バービイ･ヤール》 
まで』森田稔、梅津紀雄、中田朱美訳、東京：春秋社、 2006 年、凡例。  
2 Sirodeau, Christoph. Samuil Feinberg: Catalogue of works  (Paris:  Internat ional Feinberg -  
Skalkottas Society,  2008),  accessed October 3,  2014,   














5 曲のピアノ協奏曲、全 32 曲のピアノ･ソナタ、スクリャービンの全 10 曲のピ
アノ･ソナタによる歴史的な連続演奏会をもってロシア･ソヴィエトの演奏家の
歴史に輝かしい成果をもたらした真の功労者の一人として、彼の名はロシア国









Владимир  Натансон（ 1909－ 1994）の校訂による 3 巻から成る『フェーインベ
ルク：ピアノ作品集  С .  Фейнберг: Сочинения  для  фортепиано』が、ソヴィエツ
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キイ･コンポジートル社  Советский  композитор から出版されたのである。この
作品集の事実上の内容は、フェーインベルクの現存する全てのピアノ･ソナタを
収集したものであり、さらに 2 つの幻想曲が加えられたものであった。この作




ク門下のヴィークトル･メルジャーノフ  Виктор  Мержанов（ 1919－ 2012）の提
案に賛同した彼の門下生有志によるフェーインベルク作品プログラムによる演
奏会がモスクワ音楽院において開催された。また、その翌年  にはメローディヤ
社  Мелодия から世界で初めてフェーインベルクのピアノ作品を体系的に音盤
化 し た 『 フ ェ ー イ ン ベ ル ク ： ピ ア ノ 作 品 集 С .  Фейнберг: Сочинения для  
фортепиано』（全 2 集） 1  が発売された。ここには、ヴィークトル･ブーニン  
Виктор  Бунин（ 1936－）やジナイーダ･イグナーチェヴァ  Зинаида  Игнатьева
（ 1938－）という二人のフェーインベルク門下生のほか、メルジャーノフ門下
のアナヒート･ネルセシアン  Анаит  Нерсесян（ 1954－）、タチヤーナ･シェバー
ノヴァ  Татьяна  Шебанова（ 1953－）、ヴラディーミル ･ブーニン  Владимир  
Бунин（ 1945－）、エヴゲーニヤ･ポリーナ  Евгения  Полина らが参加し、ソナタ
第 2 番、第 5 番、第 6 番、第 11 番、第 12 番、組曲第 2 番、4 つの前奏曲（Op. 
8）といった作品が収録された。1986 年には同じくメローディヤ社より、『フェ
ーインベルク編曲によるバッハ作品集  Сочинения И .  С .  Баха  в  переложении  С .  
                                                        
1
 С .  Фейнберг.  Сочинения  для  фортепиано:  Сонаты  Nо .  2,  6 и  10.  Сюита  No. 2.  Виктор  
Бунин ,  Анаит  Нерсесян ,  Татьяна  Шебанова .  Мелодия  (LP),  released 1980.  
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Фейнберга』（全 2 集） 1  がリリースされ、優れた編曲作品作家としてのフェー
インベルク像にも新たな光が当てられた。演奏者一覧にはメルジャーノフ、ブ
ーニン、イグナーチェヴァらフェーインベルク門下生たちのほか、メルジャー
ノフ門下のシェバーノヴァ、ユーリイ･スレーサレフ  Юрий  Слесарев（ 1947－）、





曲家でありピアニストのクリストフ･シロドー  Christoph Sirodeau が中心とな
って、フェーインベルクの名を冠した国際協会がフランスにおいて設立された
のである 2  。1999 年には同協会のプロジェクトの一環として、スウェーデンの
音楽出版社 Key n.8 HB がフェーインベルクのピアノ独奏作品の正規リプリン
ト版の出版を 2004 年に開始した 3  。これによって、ソヴィエト時代に出版され、
長らく絶版の状態にあったピアノ･ソナタ第 1 番、同第 2 番、組曲第 1 番、バッ
ハのオルガン作品による編曲作品《ラルゴ  イ短調》4  などの楽譜が、西側にお
いて入手可能となった。また、シロドーは、ピアニストのニコラオス･サマルタ
ノス  Nikolaos Samaltanos との共同プロジェクトとして、 2000 年に世界初とな
                                                        
1
 Сочинения  И .  С .  Баха  в  приложении  С .  Фейнбергa, том  1.  Владимир  Бунин ,  Зинаида  
Игнатьева ,  Юрий  Батуев ,  Татьяна  Шебанова  и  Юрий  Слесарев .  Melodiya: S10-27533-005 
(LP),  recorded and released 1986. (and) Сочинения  И .  С .  Баха  в  приложении  С .  Фейнбергa, 
том  2.  Татьяна  Шебанова ,  Юрий  Слесарев ,  Виктор  Мержанов ,  Александр  Малкус ,  Юрий  
Батуев  и  Виктор  Бунин .  Melodiya: S10-27533-008 (LP),  recorded and released 1986.  
2 現在の名称は、国際フェーインベルク―スカルコッタス協会  Association Internationale 
Feinberg – Skalkottas（AIFS）。  
3 出版社の自立した活動は現在停止中の状態にあるが、フェーインベルク―スカルコッタ
ス国際協会によって、主に専門的演奏家を対象とした楽譜提供が継続されている。  
4 J. S. バッハのオルガンのためのトリオ･ソナタ第 5 番（ハ長調）BWV529 第 2 楽章。  
 6 
 
るフェーインベルクのピアノ･ソナタ全集（二枚組）の録音 1  を果たし、 2003
年からその翌年かけて全 2 集から成る CD としてリリースした。この全集はイ




の世界初録音 3  や、フィンランドのソプラノ歌手、リータ＝マイヤ･アホネン  
Riitta-Maija Ahonen との共演によるフェーインベルクの歌曲集 4  といった録音
作品を発表しており、今後は 2 つのヴァイオリン･ソナタや、先述の歌曲集には
収録されなかった初期の歌曲などを収録した CD 制作を計画しつつ、その一連
のフェーインベルク･シリーズ完遂を目指してゆくようである 5  。  
 もちろんのこと、近年のロシア国内における作曲家フェーインベルク再考を
巡る動きについても触れぬわけにはゆかない。まず最も特筆すべき出来事とし
て、 2010 年 9 月にモスクワ音楽院において行われたフェーインベルク生誕 120
年記念ピアノ音楽祭を挙げることができる 6  。同年 9 月 9 日から 23 日にかけて
の４夜構成で展開されたこの音楽祭は、ヴィークトル･ブーニンによるソロリサ
                                                        
1
 Feinberg,  Samuil.  Piano sonatas Nos.1-6.  Nikolaos Samaltanos,  Christophe Sirodeau. Bis:  
BIS-CD-1413 (CD), Recorded 2000, released 2003.  および Feinberg,  Samuil.  Piano sonatas 
Nos.7-12.  Nikolaos Samaltanos,  Christophe Sirodeau. Bis:  BIS-CD-1414 (CD), Recorded 2000,  
released 2004. 
2
 Кристоф  Сиродо ,  “Музыка  Фейнберга  на  западе ,”  in Самуил  Евгениевич  Фейнберг  
(1890-1962):  120 лет  со  дня  рождения ,  edited by М .  Соколова .  (Москва :  
Научно-издательский  центр  Московской  Консерватории ,  2012),  p.  63.  
3
 Feinberg,  Samuil.  Piano Concerto No.  1 (world premiere recordings),  Solo piano pieces.  
Christophe Sirodeau, Leif Segerstam, Helsinki Philharmonic Orchestra.  Altus:  9038 (CD), 
Recorded 1998, released 2008.  
4
 Feinberg,  Samuil.  Songs.  Riita-Maija Ahonen,  Christophe Sirodeau. Altus:  9038 (CD),  
Recorded 1999-2003, released 2006.  
5 Ibid. ,  p.  64. 




イタル 1  をもって開幕し、第二夜（ 9 月 13 日）には初期作品である弦楽四重奏
曲（ハ短調）の世界初演を含む室内楽コンサート、第三夜（ 9 月 22 日）にはイ
ギリスのピアニスト、ジョナサン･パウエル  Jonathan Powell によるソロリサイ
タル 2  、そして最終夜（ 9 月 23 日）には音楽院ピアノ科教員によるガラコンサ




け、ニコロ･フィゴヴィ  Nicolo Figowy による『フェーインベルクの作曲遺産概
要  Обзор  композиторского  наследия Фейнберга』と、ジョナサン･パウエルによ
る『その同時代コンテキストにおける作曲家フェーインベルク  Фейнберг  -  
композитор  в  контексте  его  эпохи』が、作曲家フェーインベルクの新たな一面
に焦点を当てた研究内容を提示していた。  




けての主要作品 23 タイトルが演奏された 3  。また、フェーインベルク没後 50
年にあたる 2012 年の 10 月 22 日には、モスクワ音楽院小ホールにおいて、再び
フェーインベルク作品による演奏会が行われ、ピアニストのアレクサーンドル･
マールクス、ミハイール･リーツキイ  Михаил  Лидский、ソプラノのアリーサ･
ギー ツバ  Алиса  Гицба、 ヴァ イオ リニ スト のア レク セー イ ･ルン デ ィー ン  
                                                        
1 プログラムにはフェーインベルクのピアノ･ソナタ第６番が含まれた。  
2 プログラムにはフェーインベルクのソナタ第２番、第７番、ユーモレスクが含まれた。 
3 筆者はピアノ･ソナタ第 11 番を演奏。なお、コンサート全体のレヴューについては、
Виктор  Бунин ,  “Незабываемый  концерт :  Рецензия  на  концерт  кафедры  проф .  
В .К .Мержанова”,  Российский  музыкант,  2011 г. .  を参照のこと。  
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Алексей  Лундин といった現代ロシアを代表する演奏家たちに加え、筆者も出演























                                                        













Александр  Алексеев の著作『ソヴィエト･ピアノ音楽  1917～ 1945 年  Советская  
фортепианная музыка  1917-1945』におけるフェーインベルクの初期から中期に
かけての 6 つのピアノ･ソナタに関する考察であろう。とりわけ第 6 番に主眼が
置かれており、それまでのソナタにおける様式的変遷を簡潔かつ要点を外さず
に論じた優れた論考だが、著作本来の論点の性格上、それ以降のソナタに関し
ては言及されていない。続いて、 1979 年に発表されたイリーナ･ウーホヴァ  
Ильина  Ухова による論文『S. E. フェーインベルクのピアノ･ソナタ――その傑
出したソヴィエト音楽家の創造的概観の開示のために  Фортепианные  сонаты  











リー･シツキー  Larry Sitsky による 1994 年の著作『抑圧されたロシア･アヴァン
ギャルドの音楽―― 1900 から 1929 年にかけて  Music of the Repressed Russian 
Avant-Garde: 1900-1929』における「サムイール･フェーインベルク：ポスト･ス






















ックスマン  Mark Fuksman による 2010 年の研究論文『時を告げしもの――フェ






























では、作曲家フェーインベルクのオリジナル作品 1  について、それぞれのジャ
ンルごとに概観的考察を行い、個々の作品の大まかな特徴が彼の創作様式の変
遷の流れの中でどのように表出しているかということに主眼を置きつつ、論述
















                                                        
1 なお、本論においては編曲作品については基本的に扱わない。  
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第 1 章 フェーインベルクの生涯  
 














































同時に、彼はグネーシン音楽教育大学 1  においてもピアノ･クラスを担当した。
彼の輩出した多くの生徒たちの中には、未来のソヴィエト･ピアノ楽派の牽引者
                                                        






ヤーノヴァ  Нина  Емельянова（ 1912－ 1998）、レオニード･ジュージン  Леонид  
Зюзин（ 1916－ 1986）、イーゴリイ･アプチェーカレフ  Игорь  Аптекарев（ 1910




残しているが、その集大成とも言える大著《芸術としてのピアニズム Пианизм  
как  искусство》は、ピアノ演奏芸術における多種多様な諸問題に対する美学的、
論理的アプローチを巡る様々な助言と示唆の宝庫として、ゲンリーヒ･ネイガー








の個性の独創性について語っているのだ。 2  
 
 次節では、彼の生い立ちから晩年に至るまでの生涯の流れを概観してみたい。 
                                                        
1  ゲンリッヒ･ネイガウス『ピアノ演奏芸術――ある教育者の手記』森松皓子訳、東京：
音楽之友社、 2003 年。  
2 Виктор  Мержанов ,  “Самуил  Евгеньевич  Фейнберг,” in Музыка  должна  разговаривать ,  




第 2 節 幼少期から音楽院時代  1  
 フェーインベルクは 1890 年 5 月 26 日、ウクライナのオデッサに生まれた。
彼の父エヴゲーニイ･イリイーチ･フェーインベルク Евгений  Ильич Фейнберг
はオデッサ大学の法学部を卒業した人物で、母親アーンナ･アキーモヴナ･フェ
ーインベルク Анна  Акимовна  Фейнберг（旧姓：ラビーノヴィチ  Лабинович）
はフランス語とドイツ語に堪能であった上、ロシア古典文学に精通した、高度
な教養を有した女性であった。彼らは三人の子供に恵まれ、1888 年に長女のベ
ッラ Белла、その約二年後に未来の作曲家であるサムイール、そして 1896 年に












付けたとされる。そして彼は、姉の師であったソーフィヤ･グーレヴィチ  Софья  
Абрамовна  Гуревич の手ほどきを受けることとなった。  
幼少期のフェーインベルクは、単調な練習課題に基づく訓練を好まず、それ
                                                        



























                                                        







らこそが、君を優れた音楽家にすることができるのだから。 1  
 
 1904 年、イエーンセンの紹介により、フェーインベルクはアレクサーンドル･
















                                                        
1 Bunin 1999,  p.  9  
2 アレクサーンドル･ゴリデンヴェーイゼル（ 1975－ 1961）、ロシアのピアニスト、作曲家、
ソヴィエト連邦人民芸術家。1906 年から 1961 年までモスクワ音楽院で教鞭を執り（ 1922













つの自作品、ピアノのためのエチュードとノクターン 2  をゴリデンヴェーイゼ
ルのもとに持参し、師に献呈した。ゴリデンヴェーイゼルは弟子のこれらの試
みを大いに奨励し、作曲技法のさらなる熟達を目指すよう、フェーインベルク
に助言した。1907 年には遂にスクリャービンの音楽に触れ 3  、その影響をもと
にピアノのための 2 つの前奏曲と三楽章から成る嬰へ短調のピアノ･ソナタの
作曲に着手した。 4   
 作曲への熱意を一層深めたフェーインベルクは、師ゴリデンヴェーイゼルの
助言に従い、セルゲーイ ･イヴァーノヴィチ ･タネーエフ  Сергей  Иванович  
Танеев のもとを訪れた。アレクサーンドロフの回想によると、タネーエフとフ
ェーインベルクとの間には次のような会話が繰り広げられたという。 5  
フェーインベルク：私は貴方と対位法の勉強をしたいのです。  
                                                        
1
 М .  Д .  Соколова ,  “Я  могу  и  должен  творчески  работать . . . :  С .Е .  Фейнберг.  Избрание  письма ,”  
in Самуил  Евгениевич  Фейнберг  (1890-1962):  120 лет  со  дня  рождения ,  edi ted by М .  
Соколова .  (Москва :  Научно-издательский  центр  Московской  консерватории ,  2012),  p.  79. 
2 作品は現存しないが、フェーインベルク自身の証言によれば、『ノクターン』は嬰へ短
調で書かれ、メンデルスゾーンとフィールドの影響を感じさせるものであったという。 
3 フェーインベルクはギムナジウムの第 7 学年の時に、スクリャービンの『ソナタ第 2 番』




れたとされる。（Bunin 1999,  p.  13.）  
























                                                        
1 タネーエフは自身の弟子であるスクリャービンの音楽に対しても理解を示さず、その芸
術的発想を極めて異質なものと見なしていた。  
2 ニコラーイ･ジリャーエフ（ 1881－ 1938）。モスクワ音楽院で作曲をタネーエフ、イッポ
リートフ＝イヴァーノフに学び、1910 年代より教授活動を展開。彼の門下からは A. ス
タンチーンスキイや S. フェーインベルク、A. アレクサーンドロフらが輩出。また、ジ
リャーエフはスクリャービンの側近として生前の作曲家と親交を深め、スクリャービン
作品の出版、校訂にも尽力した。 1937 年 11 月 3 日に連邦空軍によって逮捕され、翌年





48 組のプレリュードとフーガ 1  、ヘンデルの協奏曲 2  、モーツァルトのアダー
ジョ（ロ短調）、フランクのプレリュードとコラール、フーガ、そしてラフマー
ニノフのピアノ協奏曲第 3 番といった作品によって組まれたものであった。当
時のモスクワ音楽院には、卒業試験に際して、 2 か月から 3 カ月という短期間
で全プログラムを習得しなければならないという厳格な規則 3  があったが、驚
異的な記憶力を有するフェーインベルクにとって、この膨大なレパートリーを
習得することは決して不可能なことではなかった。そのような実際を示す一例













                                                        
1 実際の試験では、審査委員会によって演奏すべき数曲が指定された。  
2  オルガン作品からの A.  ストラダーリによるピアノ編曲。  
3 当時のモスクワ音楽院には、卒業試験に際して、 2 か月から 3 カ月という短期間で全プ
ログラムを準備しなくてはならないという規則があった。（Bunin 1999, p.  19.）  
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ンのピアノ･ソナタ  第 4 番を演奏し、臨席した作曲者は若き演奏家の楽屋を訪
れ、惜しみない賞賛をおくったという。  
 ピアニストとしての輝かしい第 1 歩を踏み出したフェーインベルクであるが、
                                                        
1 全 4 楽章のうち、アレグロとスケルツォのみ 1922 年に改訂。  










は、初の音楽論となる『音楽形式の宿命  Судьба  музыкальной  формы』を書き
上げ、 1917 年に初稿が完成された。  
 
第 4 節 世界に向けて 
 1920 年代には、「パーヴェル･ラムの集い」と称す著名な音楽家たちのコミュ
ニティが誕生。聡明かつ、深い総合的教養を有する音楽家として知られたパー
ヴェル･アレクサーンドロヴィチ･ラム Павел  Александрович  Ламм1  の邸宅には、
志と精神性とを分かち合う音楽家たち（主には作曲家たちであった）が定期的




ディケ  Александр  Фёдорович  Гедике3  、アナトーリイ･ニコラーエヴィチ･アレ
クサーンドロフ  Анатолий  Николаевич  Александров4  、アレクサーンドル･アブ
ラーモヴィチ･クレーイン  Александр  Абрамович  Крейн、アレクサーンドル･ア
レクセーヴィチ･シェンシーン  Александр  Алексеевич  Шеншин、ドミートリイ･
                                                        
1 パーヴェル･ラム（ 1882－ 1951）、音楽学者、ピアニスト、音楽教育者、楽譜編集者。  
2 ニコラーイ･ミャスコーフスキイ（ 1881－ 1950）、作曲家、音楽教育者、音楽評論家。  
3 アレクサーンドル･ゲーディケ（ 1877－ 1957）、オルガニスト、ピアニスト、作曲家。  
4 アナトーリイ･ニコラーエヴィチ･アレクサーンドロフ（ 1888－ 1982）、作曲家、指揮者、
ピアニスト。モスクワ音楽院で K. N. イグムノーフにピアノを学び、作曲をタネーエフ、
ジリャーエフに師事。1926 年よりモスクワ音楽院教授。主要作品にオペラ《二つの世界》
（ 1916）、 14 のピアノ･ソナタほか、室内楽、声楽、子供のための小品などがある。  
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ミヘーヴィチ･メールキフ  Дмитрий  Михеевич  Мелких、アレクセーイ･アレクサ
ーンドロヴィチ･エフレメーンコフ  Алексей  Александрович Ефременков、ヴィ
ッ サ リ オ ー ン ･ ヤ ー コ ヴ レ ヴ ィ チ ･ シ ェ バ リ ー ン  Виссарион  Яковлевич  
Шебалин、 ヴ ァ シ ー リ イ ･ ヴ ァ シ ー リ エ ヴ ィ チ ･ ネ チ ャ ー エ フ  Василий  
Васильевич  Нечаев、そしてフェーインベルクの姿があった。そして時が経つに
つれて、集いにはプロコーフィエフやショスタコーヴィチ、ボリース･ヴラディ
ーミロヴィチ･アサーフィエフ  Борис  Владимирович  Асафьев、ジリャーエフ、
ゴリデンヴェーイゼル、コンスタンチーン･ニコラーエヴィチ･イグームノフ  






















20 年代にはヴァイオリニストのボリース･オシーポヴィチ･シボール  Борис  
Осипович Сибор とともにベートーヴェンの全 10 曲のヴァイオリン･ソナタを
演奏したほか、傑出した声楽家や器楽奏者らとともに数々の演奏会出演を果た
した。フェーインベルクの演奏に接したショスタコーヴィチは、1924 年 3 月 17
日付のレフ･オボーリン 1  宛ての手紙において、「（前略）彼は私の視点からして、
見事なピアニストだ。（中略）彼においては、ピアノという楽器が響き渡るとい





性を兼ね備えた若干 32 歳のピアノ教授の出現に歓喜したに違いない。  
 1920 年代後半には、フェーインベルクは三度にわたるヨーロッパ演奏旅行を
成し遂げている。まず、 1925 年の秋には国際現代音楽協会（ ISCM）の招きに
より、同年 9 月 4 日、ヴェネツィアの室内音楽祭において自作のピアノ･ソナタ
第 6 番（Op. 13）を演奏し、ここで彼はウィーンに本拠を置く音楽出版社ウニ




                                                        
1 レフ・ニコラーエヴィチ・オボーリン  Лев  Николаевич  Оборин  (1907－ 1974)、ピアニス
ト。第 1 回ショパン国際ピアノコンクール優勝者。モスクワ音楽院教授。  
2
 Виктор  Бунин ,  «Жизнь ,  посвященная  музыке .» in Самуил  Евгениевич  Фейнберг  
(1890-1962):  120 лет  со  дня  рождения ,  edited by М .  Соколова .  (Москва :  
Научно-издательский  центр  Московской  консерватории ,  2012),  p.  15.  
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な作品を驚異的に演奏したのである。 2  
 
 1929 年のドイツおよびオーストリア演奏旅行の後、フェーインベルクが再び
                                                        
1
 Ibid. ,  p.  18 





は、イザイ国際音楽コンクール 1  の審査員としてブリュッセルに渡り、自国出
身のエミール･ギーレリス Эмиль  Гилельс の優勝、ヤーコヴ･フリエール Яков  



















                                                        
1 現在のエリザベート王妃国際音楽コンクール  Queen Elisabeth International  Music 







ーア･ソナタ》のフーガをさらっていたのだ。 1  
 
第 5 節 困難、新たなる飛躍、そして晩年 










中央委員会書記アンドレーイ･アレクサーンドロヴィチ･ジダーノフ Андрей  
Александрович Жданов（ 1896－ 1948）による反社会主義リアリズム芸術への破
壊的批判 2  は、プロコーフィエフやミャスコーフスキイ、ハチャトゥリアン、
カバレーフスキイ、そしてフェーインベルクの創作活動にも影を落とした。  
 肉体的、精神的苦痛をともなう生活は、当然の如く、フェーインベルクの健
                                                        












再開したものの、その 3 年後の 1956 年 4 月 3 日にモスクワ音楽院の大ホールで











は自作のピアノ協奏曲第 2 番から第 3 楽章と第 4 楽章を演奏した。  
 1961 年、フェーインベルクにとって耐え難い別れが矢継ぎ早に訪れた。同門
の 友 人 で あ っ た グ レ ゴ ー リ イ ･ロ マ ノ ー ヴ ィ チ ･ギ ー ン ス ブ ル ク  Григорий  
Романович  Гинзбург がその生涯を閉じ、それからほどなくして最愛の恩師であ
るゴリデンヴェーイゼルがこの世を去ったのである。しかしながら、一方でこ
                                                        
1 プログラムにはフェーインベルク自身の編曲によるバッハ作品、シューマンの《森の情
景》と《交響的練習曲》、《フモレスケ》、ショパンの《 3 つのマズルカ》、スクリャービ
ンのピアノ･ソナタ第 4 番が含まれた。  
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の間に喜ばしい出来事も起こった。劉詩昆  Liu Shikun が 1958 年のチャイコー







 最後の作品となったピアノ･ソナタ第 12 番（Op. 48）を書き終えてから 2 ヶ

















第 2 章  フェーインベルクの創作  
 





















                                                        
1 しかしながら、ワーグナーの主要な楽劇を諳んじ愛奏していた若き日のフェーインベル














1934 年作のピアノ協奏曲第 1 番（Op. 20）は、1916 年から翌年にかけて書か
れたピアノ･ソナタ第 3 番に含まれる二つの主要楽想、すなわち、第 2 楽章〈葬
送行進曲〉と第 3 楽章〈ソナタ〉のフガート部分の引用が含まれている。作品
全体は速度記号の明確な変化によって区分された 5 つの部分から成る単一楽章
形式であるが、その佇まいはリストのロ短調ソナタを想起させる 1  。第 2 部に
現れる葬送的な形象 2  は、サラバント調の Calmato との対話的構造を形成して
いる（譜例 2.1.1）。第 3 セクション Allegro tempestoso は、ソナタ第 3 番の第 3
楽章の動機的素材を基調とした楽想によって幕を開けるが、Presto martellato か
らはソナタのフガート部の完全な引用となっている（譜例 2.1.2）。   
ここに総じて見受けられるピアノとオーケストラとの対比的書法は、ロマン
派から近代にかけての多くのピアノ協奏曲に共通して見られる独奏主体による















譜例  2.1.1 
譜例  2.1.2 
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協奏曲第 1 番から 10 年以上の時を隔て、大祖国戦争後の 1946 年に完成され
たピアノ協奏曲第 2 番（Op.36）は、フェーインベルクの創作活動の道のりに
おける最も輝かしいマイルストーンの一つである。彼の一連の作品の中では極













この協奏曲の初演は 1946 年 5 月 22 日に作曲者自身の独奏、ニコラーイ･アノ
ーソフ指揮の国立交響楽団によって行われ、その後にスターリン賞を受賞した。
また、初演からさほど時を隔てずして、エミール･ギーレリス Эмиль  Гилельс
譜例  2.1.3 
譜例  2.1.3 
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を独奏者に迎えて本作品の演奏が行われたことも特筆しておきたい。 1  











含まれる独特の音楽的語調は、ラフマーニノフの第 2 番および第 3 番のピアノ
協奏曲の冒頭楽章のあの名高い主要主題の精神性に深く共鳴してはいないだろ
うか。実際に、ピアニストとしてのフェーインベルクの主要レパートリーの一




                                                        
1 グレゴーリー･ガルドン『エミール･ギレリス――もうひとつのロシア･ピアニズム』森
松皓子訳、東京：音楽之友社、 2011 年、 256 頁。  
2  フェーインベルク自身による作品目録においては 1954 年から 61 年にかけて作曲された
とされているものの、1947 年 11 月 12 日モスクワ音楽院大ホールでの演奏会記録には、
協奏曲第 3 番（アノーソフ指揮ソヴィエト国立交響楽団との共演）が記載されており、
この記録の通りこの演奏会が実際に行われているとすれば、協奏曲第 3 番は 1947 年 11
月以前に作曲されていたということになる。国際フェーインベルク＆スカルコッタス協
会編による最新の作品目録においては、作曲年を 1946 年から 47 年としており、 1951
















譜例  2.1.4 
譜例  2.1.5 
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第 3 楽章 Un poco agitato1  ではピアノが先んじて現れ、半音階的進行を基調
とした不穏で途切れがちな主題が提示されるが、それはあたかも、信ずべきも
のを見失い、あてどなく彷徨う民衆たちの彷徨いのようでもある。一方で、高















との間の仲介者のようでもある。（後略） 3  
                                                        
1 後に作曲者自身によって “Animato assai”の演奏指示が加筆された。  
2 この旋律が何らかの聖歌あるいは民謡旋律に基づくものなのか、フェーインベルクによ
る完全な創作素材によるものなのかということは不明。  
3 Bunin 1999,  p.  115.  





































による 10 の歌曲（Op. 26）、1935 年に書き始められ、1941 年に出版されたレー
ルモントフの詩による 7 つの歌曲（Op. 28）は、作曲家フェーインベルクの個
人的な創造的成功に留まることなく、ロシア音楽史全体における歌曲リテラテ
ュアを代表する傑作の一つとして位置づけられるべきものである。ジリャーエ
フは、とりわけプーシキンの詩による〈 3 つの鍵  Три  ключа〉と〈青き空の下











                                                        
1 Анатолий  Александров ,  Страницы  жизни  и  творчества .  составители  В .  М .  Блок  и  Е .  А .  
Поленова  (Москва :  Советский  композитор ,  1990),  p.  33.    
2  フェーインベルクが残した事実上唯一の連作歌曲集である。  
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第 2 節 ピアノ独奏のための作品 



















みたい。 1   
 
 






ジャンル  タイトル  作品番号  作曲年  
ソナタ  Соната  
（全 12 曲）  
第 1 番（イ長調）  1 1915 
第 2 番（イ短調）  2 1915 
第 3 番（ト短調／嬰ト短調）  3 1916-17 
第 4 番（変ホ短調）  6 1918 
第 5 番（ロ短調／ホ短調）  10 1921 
第 6 番（ロ短調）  13 1923 
第 7 番（ハ短調）  21 1924-25/28 
第 8 番（ト長調）  21a 1932-36 
第 9 番（ホ長調）  29 1938 
第 10 番（変ロ長調）  30 1940 
第 11 番（ハ長調）  40 1952 
第 12 番（嬰ヘ長調）  48 1962 
幻想曲  
Фантазия  
（全 2 曲）  
第 1 番（変ホ短調）  5 1917 
第 2 番（ホ短調）  9 1919 
前奏曲  
Прелюдия  




3 つの前奏曲［ハ長調、嬰へ長調、へ短調］ 15 1923 
組曲  Сюита  
（全 2 集）  
第 1 番（練習曲形式による 4 つの小品）全
4 楽章  
11 1922? 




Пьесы  на  
народные  темы  
2 つのチュヴァシ地方のメロディー   
Две  чувашские  мелодии  
24a 1936 
3 つのメロディー  
［グルジア風、タタール風、アルメニア風］ 27a 1938 
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Три  мелодии  [Грузинская ,  Татарская ,  
Армянская] 
参列（トルクメニスタンのメロディーによ  
る）  Шествие  (на  туркменскую  тему)  33-2 1938-46? 
カバルダ･バルカル地方のメロディー  
による狂詩曲  
Рапсодия  на  кабардино-балкарские  темы  
45 1961 
その他の小品  ユーモレスク  Юмореска  19 1928? 
子守唄  Колыбельная  19a 1927? 
おとぎ話  Сказка  33-1 1946 
夢（練習曲）  Сон  (Этюд) 
※ レ ー ル モ ン ト フ の 詩 に よ る 同 名 歌 曲
（Op.28-3）のピアノ編曲。  
－  1955? 
子供のためのアルバム   
детский  альбом（ 16 曲）  －  1962 
紛失した作品  練習曲  Этюд －  ? 
ノクターン  Ноктюрн  －  ? 
前奏曲  Прелюдия  －  1907? 
ソナタ  嬰へ短調  Соната  f is-moll  －  1907 


















カール･エンゲル  Carl Engel の言葉を借りるならば、これらの作品は「深遠な
る音楽魂の濃縮されたエッセンス」 1  そのものである。作曲者自身がしばしば
愛想し、私的なホームレコーディングすら残されている第 1 番の基盤となる主
要主題の提示は、半音的間隔による主題模倣の構造によって常に転調性を与え








響を感じさせる 4 つの前奏曲（Op. 8／ 1917 年？）においては、全体を貫く深
遠な抒情性に加えて、旋律の複雑な操作を伴った濃密な対位法的テクスチュア
が認められ、４曲のいずれもが小品作家としてのフェーインベルクの卓越した
                                                        
1
 Carl  Engel,  “The Musical  Quarterly,” Views and Reviews  October 1929, p.  630.  
譜例  2.2.1 
 44 
 




番 の 初 版 楽 譜 冒 頭 に 添 え ら れ た オ ス ヴ ァ ル ト ・ シ ュ ペ ン グ ラ ー  Oswald 
















（譜例 2.2.3）。  
 
                                                        
1 オスヴァルト･アルノルト･ゴットフリート･シュペングラー  Oswald Arnold Gottfried 









の残した二つのピアノ組曲 1  は、一連のソナタや幻想曲、性格的小品などとは





一方で、組曲第 2 番（Op. 25）はフェーインベルクの創作様式の分岐点として
位置づけられるべき重要な作品である。フェーインベルクは同時期よりチュヴ
                                                        





譜例  2.2.2（子守唄） 







組曲の第 3 楽章 Un pochettino animato e semplice にみられるような純粋な抒情性、
ロシア民謡調の語りの抑揚、ノスタルジーに満ちた心象といった要素を、それ






































譜例  2.2.5 
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即して、その様式的変遷を三つの時期に分類している。 1  
 
 
                                                        
1 Ukhova 1979, p.  12.  
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第一期『歩みの始まり』 «Начало  пути» 
第 1 番  イ長調  Op. 1 (1915) 
第 2 番  イ短調  Op. 2 (1915-16) 
第 3 番  ト短調／嬰ト短調  Op. 3 (1916-17) 
第 4 番  変ホ短調  Op. 6 (1918) 
 
第二期『疾風怒濤期』 «Период  бури  и  натиска» 
第 5 番  ロ短調／ホ短調  Op. 10 (1921) 
第 6 番  ロ短調  Op. 13 (1923) 
第 7 番  ハ短調  Op. 21 (1924-25/1928) 
第 8 番  ト長調  Op. 21a (1932-36) 
   
第三期『新たなる簡潔さへ』 «К  новой  простоте» 
第 9 番  ホ長調  Op. 29 (1938) 
第 10 番  変ロ長調  Op. 30 (1940) 
第 11 番  ハ長調  Op. 40 (1952) 














































































譜例  2.3.3（スクリャービン）  









































































なソナタを公衆の前で通奏したのは、記録上においては 1925 年 5 月 14 日にモ





1974 年に楽譜が初めて出版 2  されてからも、今日に至るまでこの作品の公にお






                                                        
1 Bunin 1999,  p.  132. 
2 出版に際しては 1969 年にアナトーリイ･アレクサーンドロフによって、主に第 1 楽章と
第 2 楽章に改訂が加えられた稿が採用された。オリジナル稿は依然として未出版のまま
である。  




ェーインベルクは Misure diverse や rubato molto といった指示を与えており、即
興的で自由な感覚によって演奏されることを望んでいる。また、随所にみられ
るカノン的処理、過去の二つのソナタから引き継がれたものであるが、響きの
性格はより重厚なものとなっている（譜例 2.3.6）。  
 
 





要素を暗示している（譜例 2.3.7）。  
 
譜例  2.3.6 






部とトランペット動機の対位法的な対話構造に関与してゆく（譜例 2.3.8）。  
 
 
 第 2 楽章の終止和音の後の短い休止を挟んで、宿命的な性格を有した嬰ト短
調の主和音で開始される長大な終楽章〈ソナタ〉は、言うまでもなく、このソ






を思い起こさせる（譜例 2.3.9）。  
 
 
                                                        
1 Bunin 1999,  p.  34.  













て用いられている（譜例 2.3.9）。  
 
 
譜例  2.2.9 
















                                                        
1 Impetuoso の指示はオリジナル稿の自筆譜にはみられない。アレクサーンドロフによっ  
 て、改訂時に付け加えられた指示であろう。  
譜例  2.3.10 







に新しいものと思いがけないものをもたらす。」 1   
また、レオニード･サバネーエフ  Леонид Леонидович Сабанеев（ 1881－ 1968）
もフェーインベルクの音楽におけるこの特殊な形象性とブロークの詩作におけ
るそれとの親近性を指摘している 2  。この（敢えて喩えるならば）「風の形象」
は、後のフェーインベルクのソナタにおいて様々に変容した姿で登場するが、
次作の第 4 番においてはまさにこの形象が作品全体の性格を構成している。  
第 3 番が、フェーインベルクの創作活動の初期におけるロマン主義的な表現
様式を引き継ぎつつ、より複雑な音素材を用いた前衛的な表現手法が吹き込ま
れる瞬間を示す作品であるのに対して、その翌年 1918 年に完成された第 4 番
は、それ以前の 3 つのソナタにおいて認められるロマン主義的要素はほとんど
影を潜め、ほぼ無調的ともいえる複雑な音組織による表現が前面に押し出され
た作品であると言える 3  。こうした前衛的な語法に対して、この作品の被献呈
者であるミャスコーフスキイは、プロコーフィエフに宛てた手紙の中で、「彼の
ソナタ第 4 番は、おそらく最も不可解な作品の一つであるばかりでなく、構想
においては悪夢のようです。」（ 1923 年 10 月 22 日付） 4  と伝えている。フェー
インベルクの創作活動に対して最も深い理解を示した擁護者であるミャスコー
                                                        
1 『ブローク詩集』小平武訳、弥生書房：東京、 1979 年、 189 頁。  
2 Leonid Sabaneev, Modern Russian Composers  (New York: International Publishers,  1927),   
p.  167.  
3 第 3 番と第 4 番においては、極めて類似した音楽的要素の共有が認められる。主な例と
して、第 3 番の終結部に現れる前打音をともなう和音群やディエス･イレ調のモティー
フなどが、第 4 番においても主要な役割を果たしている点を指摘することができる。  
4 Миральда  Козлова ,  Нина  Яценко  ed. ,  Сергей  Сергеевич  Прокофьев  и  Николай  Яковлевич  
Мясковский: Переписка  (Москва :  Всесоюзное  Издательство  «Советский  композитор»,  














































































































































































































 Фёдор  Иванович
』からの引用






































































),  p.  43.  
包括している。さらに、



























































                                        
























































































































同じ作品番号を共有する第 7 番と第 8 番 1  は、相互の完成年に約 8 年という
隔たりを見せているものの、様々な特徴において際立った共通点を有している。
まず、これら二つのソナタは共に 3 楽章制を踏まえている。そして、いずれに
おいても、第 2 楽章と第 3 楽章との間に休止符を挟まずにほぼ切れ目なく次楽















                                                        
















ではないだろうか（譜例 2.3.22）。  
 
譜例  2.3.21 















に緊密な関連性を与えていると主張している。 2  








                                                        
1 サバネーエフはフェーインベルクの音楽におけるシューマン的影響を強調しているが、
最も興味深い具体例としては、このほかに、第 8 番の第 1 楽章再現部において挿入され
る楽想（Andantino）にみられる「演奏されない声部」とシューマンの《フモレスケ  変
ロ長調》Op.20 第 2 部（Hastig）の内声部に示される「内なる声  Innere stimme」との発
想上の類似性を挙げることができる。  








子としつつ、1936 年の組曲第 2 番によって初めて独自のイディオムとして確立




















                                                        







































































                                        




















































第 10 番以降の新たなソナタ、すなわち第 11 番が生み出されるまでに、フェ
ーインベルクはおよそ 12 年間にも渡ってピアノ･ソナタの創作から遠ざかって










実際に、フェーインベルクのソナタ第 11 番に先んじて 1947 年に完成をみたプ
ロコーフィエフのソナタ第 9 番 1  は、ハ長調という調性の選択、旋法的な旋律
構造、雄大な楽想展開、作品全体の懐古的な性格などといった点において、フ








                                                        
1 ピアノ･ソナタ第 9 番ハ長調（Op. 103）は、完成に至ったプロコーフィエフ最後のピア
ノ･ソナタである。その後、プロコーフィエフは過去の第 5 番の改訂を行い、さらに第



















ナタの過去の例である第 3 番や第 7 番、第 8 番に比すると、かなり希薄なもの
となっている。2  また、ここでは第 11 番までのソナタにおいて深められたソナ
タ形式における壮大な劇的構想は認められない。辛うじてソナタ形式的要素を
示している第 1 楽章 3  においても、その主題対比は極めて希薄であり、一定の
律動性に貫かれた単色の楽想によって構成されているため、楽章全体を通して
                                                        
1 Bunin 1999,  p.  101.  
2 唯一特筆できる楽章間の関連性としては、第 2 楽章と第 3 楽章において共有される三連
符の分散和音的走句によるテクスチュアが挙げられる。  
3









「人生からの別れ」と喩えている。 1   



















                                                        



































































譜例  2.3.30（ソナタ）  
譜例  2.3.31（歌曲）  
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組みを基本的に踏襲し、その傾向は次期の第 4 番まで引き継がれた。  
 




拡張といった特徴は 1936 年完成のピアノ･ソナタ第 8 番まで引き継がれた。 
 
第 3 期（ 1936 年頃から死の年まで）：  

















第 3 章  《ピアノ･ソナタ第 11 番》の演奏解釈的分析  
 
第 1 節 分析を行うにあたって 
 本章におけるソナタ第 11 番の分析と演奏法を巡る考察を展開するにおいて、
ソヴィエト国営音楽出版所  Государственное  музыкальное  издательство（通称ム
ズギーズ  Музгиз） 1  （以下、MUZ）によって 1957 年に出版された初版（出版
番号：26150）と、ソヴィエツキイ･コンポジートル Советский  композитор2（以
下 SK）によって 1980 年に出版された V. ナタンソーン校訂による『S. フェー
インベルク／ピアノのための作品集  第 3 巻  С .  Фейнберг,  Сочинения  для  
фортепиано  том  3.  (Редакция  В .  А .  Натансона)』（出版番号： s 5515 k）を検証
の基盤とする一方で、これまで全く検証されることのなかった 2 つの資料の存
在 が 重 要 な 鍵 と な っ て い る 。 一 つ は 、 ロ シ ア 国 立 文 学 芸 術 ア ー カ イ ヴ  
Российский  государственный  архив  литературы  и  искусства に保管（管理番号：





                                                        
1
 1861 年に創業したユルゲンソン社  Jurgenson に起源を持つソヴィエト最大の音楽出版所。
1918 年にユルゲンソン社がソ連啓蒙人民委員部の音楽部門として国営化され、 1921 年






2 ムズギーズの当時の飽和した出版計画を補う形で、1957 年 12 月にソヴィエト作曲家同
盟によって設立された。 1964 年にムズギーズに吸収されるものの、その 3 年後に独立
性を回復。ソ連崩壊後、 1992 年に「コンポジートル」に名称を変更。  
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第 1 項 自筆譜について 
本論の展開に際して筆者が独自に行った調査においては、これまで本格的な
検証が全く行われてこなかったフェーインベルクのいくつかの主要作品の自筆
譜の存在に主眼が当てられている。その一連には、ウィーン市役所図書館   
Wienbibliothek im Rathaus に所蔵されているソナタ第 6 番、ロシア国立文学芸術
アーカイヴ所蔵の第 3 番（オリジナル稿およびアレクサーンドロフによる改定
稿）、第 7 番（初稿スケッチおよび最終稿）、第 8 番（初稿スケッチ）、第 11 番、
第 12 番（初稿スケッチおよび最終稿） 1  、ヴィークトル･ブーニン氏によって
管理されるフェーインベルク･アーカイヴ 2  に含まれる第 8 番（完成稿）、そし
てアレクサーンドロフの遺族によって保管されている第 8 番の第 2 楽章の作曲
者自身による筆写譜などが含まれる。 3  






は、先述の 3 つの後期作品の自筆譜において例外なく認められ 4  、これらの作
品における音楽的表現の謎を解き明かす鍵とはならないものの、今後、現時点
において所在が不明となっている同時期の作品の自筆譜を捜索する上で、フェ
                                                        
1 文学芸術アーカイヴにはこの他に、ヴァイオリンとピアノのためのソナタ（第 2 番）の
自筆譜も保管されている。  
2 ブーニンのアーカイヴには様々な未出版作品（既述のソナタ第 8 番のほか、ピアノ協奏
曲第 3 番のスコアとパート譜、未出版の歌曲などが含まれる）の自筆譜やスケッチ、フ
ェーインベルクが生前使用していた楽譜（他者による作品）、執筆原稿などが含まれる。  






























                                                        
1 自筆譜と初版以降のエディションにおける詳細な比較報告は巻末付録を参照のこと。  
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般的に入手し得るものとしては、ピアノ協奏曲第 2 番、組曲第 1 番、組曲第 2
番の三作品に限られ、それに編曲作品を含めるならば、コラール前奏曲数曲、





連には、4 つのピアノ･ソナタ（第 1 番、第 2 番、第 9 番、第 12 番）を筆頭に、
幻想曲第 1 番（改訂稿）、ユーモレスク（Op. 19）、P. A. ボンダレーンコ  П .  А .  
Бондаренко との共演によるヴァイオリンとピアノのためのソナタ（第 2 番）1  、
ソプラノ歌手の L. A. ダヴィードヴァ  Л .  А.  Давыдова や N. ロジェストヴェー
ンスカヤ  Н .  П.  Рождественская2  との共演によるプーシキン、レールモントフ
の詩に基づく歌曲、ユーゴスラヴィアの詩に基づく歌曲集《マリーツァ》とい
った主要作品が含まれる。これらの録音資料の中で、とりわけ際立った輝きを
放つものは、やはり 4 つのピアノ･ソナタの自演であると言えるだろう。第 2




                                                        







 しかしながら、フェーインベルクの全 12 曲のソナタをはじめとした作品にお
ける、作曲者自身による表現解釈がいかなるものであったのかということを解
き明かす手掛かりは少なく、残されたこれらの私的録音についても、その数か















政府樹立 40 周年を記念する年 1  に行われたフェーインベルク門下生によるク
ラス･コンサートに際し、時期を同じくしてフェーインベルクのもとに学んでい
たサムイール･リーフシッツ  Самуил  Лифшиц によって、フェーインベルクのソ
                                                        




























                                                        























第 11 番の実際の作品像とその新たな解釈法を探ってゆきたい。  
 
                                                        





第 2 節 分析 











 序奏部 1 小節～ 8 小節  
提示部  
第 1 主題部 9 小節～ 35 小節  
移行部  36 小節～ 48 小節  
第 2 主題部 49 小節～ 82 小節  
コデッタ 83 小節～ 94 小節  
 
展開部 95 小節～ 167 小節  
 
序奏部再現 168 小節～  
 
再現部  
第 1 主題部 193 小節～ 237 小節  
移行部 238 小節～ 250 小節  
第 2 主題部 251 小節～ 284 小節  
コデッタ 285 小節～ 320 小節＋拡張部 293 小節～ 320 小節  
 














ハ長調であることを考慮する必要がある。この場合、 1 小節から 5 小節までを









                                                        



























る。それは、作曲者自身によって破棄された 4 小節間の推移句である（譜例 3.2.2）。 
 
                                                        




















































う。 1  
                                                        









































あった」 1  と証言しているが（もちろん、ノンレガート奏法をスタッカート奏
法と混同するべきではない！）そこにこの三連音型による律動性の表現を巡る
問題を解決するためのヒントが示されているのではないだろうか。  
                                                        












旋律パターンと伴奏音型を引き継いだ僅か 4 小節 1  の領域に渡るものであった
が、フェーインベルクはそれを削除し、新たに 15 小節の捕捉稿の挿入を指示し
ている。さらに、移行部の直前に新たなリズムパターン（主声部における付点
8 分音符と 16 分音符の組み合わせと、副次声部における 16 分音符 2 つと 8 分
音符の組み合わせ） 2  を伴った 2 小節の楽句の追加を行っている。  
新たにすり替えられた捕捉稿においては、24 小節以降に序奏部で提示された
主旋律と対旋律（ダークチリ･モティーフ）が点在しつつ挿入されており（譜例
3.2.6）、後者は拡大された第 1 主題との併行関係を維持しつつ、4 分休符によっ
て途切れがちな三連符の律動に導かれながら、いくらかの転調を経て最初の極




                                                        
1 後半の 2 小節に相当する部分には、新たな楽句が記された紙片が貼り付けされており、
音楽的詳細を確認することができない。  








移行部  Un poco meno mosso. Pensieroso（ 8 分の 12 拍子） 36～ 48 小節  
 先に述べたように、移行部における対話構造を織りなしている断片的な旋律




















表されるデュナーミクの頂点が 9 拍目から 10 拍目の間という曖昧な位置に設定
されているが、自筆譜においては 2 回ともに 7 拍目に設定されている。左手に
よる対旋律のデュナーミクの頂点がフレーズの中心に位置していることを考え
るに、やはり右手による主旋律のそれにも整合性を与えるべきであろう。これ






プ技法を思い起こさせる。すなわち、 45 小節の右手 10 拍目の c は移行部の最











第 2 主題部  a tempo, ma un poco più tranquillo（ 4 分の 4 拍子） 49～ 82 小節  




第 2 主題部を、ロンド･ソナタ形式におけるＡ部回帰と解釈 2  しているが、序奏
部において提示されたダークチリ･モティーフを発展上の基本軸としつつも、そ
                                                        
1 ブーニンはこの主題の性格を「ブィリーナ的」であると主張している。  
2 ウーホヴァはソナタ第 11 番の展開構造をロンド的構造による形式（すなわちロンド･ソ
ナタ形式）であるとしており、次のように分析している。（Ukhova 1979, p.  72.）  
 
A B A B A B A K 
序奏部  主要部  副次部＋  
小終結部  
















方向性の確定が得られるのは明らかに 49 小節の a tempo, ma un poco piu 
tranquillo からであるが、それに先立つ 46 小節から開始されるダークチリ･リズ
ムに注意を向けるならば、この小節の右手における第 1 拍の c に対するアウフ
タクト（ 45 小節の最終音を共有）が第 2 主題部の根となっていることが分かる。  
ここでの模倣的構造の中で育まれる新たな主題旋律（ 49 小節目以降の右手）
は、一見すると全くもって新しい主題要素であるかのように響くが、実際には、











と 8 分音符との組み合わせ）は、第 1 主題のタランテラ調のリズムと 34－ 35
小節に現れるダークチリの逆行リズムの断片によって形作られたものであるこ
とが分かるが、ここではかつての軽快さを封じられており、初版において追加
された severo の指示によって、厳粛な歩調へと転じている（譜例 3.2.12）。  
 
 
しかしながら、第 2 主題部から小終結部に至るまでの 36 小節間に及ぶこの劇
的な道のりを、フェーインベルク自身は演奏表現においてどのように構築した
のか。ふたたび、ブーニンの回想の中に答えは得られるだろうか。  


















第 2 主題部におけるエネルギーの高まりが最高潮に達そうとする 81 小節にお
いて、自筆譜と初版との間にリズムに関する興味深い差異が認められる（譜例
3.2.13）（譜例 3.2.14）。両者における明らかな差異が認められるのは 1 拍目と 2
拍目である。自筆譜では、












                                                        
1 おそらく、低音域における音響の密集を回避するための策であろう。  
譜例 3.2.13（自筆譜）  
譜例 3.2.14（初版）  
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コデッタ  Più mosso（ 4 分の 4 拍子） 83～ 100 小節  





































いう書法であるが、 95 小節の内声（中段）と 99 小節の上声（上段）を注目し






各々の旋律の本来的な姿を思い浮かべるならば、95 小節の 3 拍間（四角枠内）








は、 100 小節に続く作曲者によって最終的に削除された 6 小節間に渡る展開が







































































































調を生みだしている（譜例 3.2.20）。  
 
123 小節において示されるデュナーミク上の構図は実に興味深い。というの
















長調に始まり、へ短調（ 127 小節）、ハ短調（ 131 小節）、変ト長調（ 133 小節）、
変ニ長調（ 127 小節）、変ホ短調（ 141 小節）、嬰へ短調（ 145 小節）、イ長調（ 150




ての主要主題要素が散りばめられている。 133～ 136 小節（および 158～ 176 小
節）においては、第 1 主題におけるタランテッラ調の律動の上に第 2 主題の主
要要素が断片的に、あるいは変形された姿で挿入される（譜例 3.2.21）。そして、
152 小節においては、左手（下段）の上声に下降モティーフのイントネーショ
ン（ここでは第 1 音は 8 分休符によって伏せられ、後半の 2 音間の音程が 5 度













































 しかしながら、彼は結局のところこの発想を放棄し、同様の 2 小節サイズに
よる補足句を五線紙の裏ページに記し、同等の個所に対して差し替えるよう指














































































 199 小節から主題の提示が行われるが、提示部の第 1 主題ではなく、序奏部
の主旋律が主役を演じている（譜例 3.2.27）。反復される声部交代を経て、よう
やく第 1 主題が現れるのは 207 小節からであるが、リズムは変形されている（譜

















ンベルクはこの後に、18 ページ冒頭から数えた 4 小節から 7 小節までを朱鉛筆
によって削除、8 小節から 10 小節を黒鉛筆で削除している。そして、18 ページ
















えるが、再現部第 1 主題部の特徴的要素である 16 分音符による 4 連の律動を引














を み せ 、 ソ ナ タ 全 体 の 劇 的 構 成 に お け る ク ラ イ マ ッ ク ス を 形 成 し て い る

















 ここで自筆譜を最後に参照しよう。331 小節から 334 小節にかけての、3 拍目
ウラから 4 拍目オモテに位置する左手の 16 分音符による 4 連音型であるが、自
筆譜においては連桁に特徴的な記譜（譜例四角枠内）が用いられていることに
気付く（譜例  3.2.33）。  
 
フェーインベルクはこの音型の中間で連桁が分離している特徴的な記譜方法






の 3 拍目から 4 拍目の拍節感を 8 分音符によって細分化して捉え、 4 拍の内的
律動を感じ取る必要があるのである。  
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 MUZ  ＝  初版。モスクワ：ソヴィエト国営音楽出版所  Государственное  Музыкальное  





  SK ＝  ナタンソーン版（ S. フェーインベルク：ピアノのための作品集第 3 巻  (С .  
Фейнберг  /  Сочинения  для  фортепиано ,  том  3 /  Редакция  В .  А .  Натансона)  。モス
クワ：ソヴィエツキイ･コンポジートル社  Советский  композитор、1980 年出版。




1 ～ 2 小
節  
・ 自筆譜には存在しない 1 拍目に先立つアウフタクト（不完全小
節）の中声 4 分音符 c およびタイは、MUZ において付加され、
SK もこれを引き継いでいる。  
・ MUZ および SK に見られる第 1 拍目の ppp は自筆譜には無い。  
・ 自筆譜において、それぞれ 1 小節のアウフタクトから同 3 拍目ウ
ラまで、2 小節の 1 拍目から同 3 拍目までというように分割して
記されているスラー線は、MUZ および SK において、２小節の 1
拍目から同 3 拍目にかけて一つに統合されている。   
・ 1 および 2 小節に見られる、中声 1 拍目のダークチリ･モティー
フにかかるスラー線は、自筆譜においてはダークチリ･モティー
フにのみに架かっているが、MUZ と SK においてはそれぞれタ
イで繋がれた 1 拍目アウフタクトの c、 2 拍目の f にまで及んで
いる。  
2 小節  ・ MUZ および SK に見られる 1 拍目の ppp は、自筆譜にはない。2
拍目低声の p も同様。  
3 小節  ・ MUZ および SK に見られる 1 拍目から 3 拍目にかけてのディミ
ヌエンド記号は自筆譜にはない。  
・ MUZ および SK に見出される 1 拍目低声の p、 3 拍目上声部の p
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および中声部の ppp は自筆譜に存在しない。  
・ 自筆譜において、それぞれ 3 小節 2 拍目から 4 小節 4 拍目、5 小
節 1 拍目から同 3 拍目ウラというように分割して記されているス
ラー線は、MUZ において、 3 小節の 2 拍目から 5 小節 3 拍目ウ
ラにかけて一つに統合されており、SK もこれを引き継いでいる。 




考えられるが、自筆譜、MUZ および SK のいずれにおいても抜
け落ちている。しかしながら、その重要性から、本エディション
においては括弧付けで捕捉している。  
6 小節  ・ 自筆譜および MUZ において、上段の対旋律（ダークチリ･モテ
ィーフ）見られる 1 拍目ウラの第 3 音（ f）から 2 拍目の同音に
架かるスラーは、SK において欠落しているが、これは明らかな
誤りである。  
・ 4 小節と同様の理由により、 4 拍目のニ音のユニゾンにおいて、
低声にテヌート記号を捕捉。  
8 小節  ・ 自筆譜において欠落している下段の内声 G1 に対するフェルマー
タ記号は、MUZ および SK において捕捉されている。  
9 小節  ・ 自筆譜および MUZ、SK における 1 拍目からの p は、自筆譜にお
いては当初 mf とされていた。後に作曲者自身によって斜線が引
かれ、 p に変更された。（ 15 小節も同様）  
9 小節  
以降  





・ 自筆譜および MUZ において見られる 11 小節上段（上声）1 拍目
の a1 から 12 小節 3 拍目の e2 にかけてのスラー線は、SK におい
て、 12 小節の 1 拍目の dis2 までとなっている。  
12 小節  
以降  
・ MUZ（SK も同様）において、下段の律動音型パターンに付加さ









15 小節  ・ SK において、自筆譜および MZ には存在しない a tempo の指示





・ 11～ 12 小節の例に同じく、上声 1 拍目の b4 から 12 の 3 拍目 dis2
にかけてのスラー線が SK においてのみ 18 小節の 1 拍目の e2 ま
でとなっている。  
24 小節  ・ 下段 2 拍目から 3 拍目最終音にかけて、および、4 拍目から次小
節の 1 拍目最終音にかけての伴奏音全域にそれぞれ与えられた
スラー線は自筆譜には見られない。28～ 29 小節においても同様。 
・ 下段において出現する 2 つの旋律要素（序奏部の主旋律と対旋律
の引用）のそれぞれの音符の記譜について、自筆譜と MUZ にお
いては符点をともなわない記譜（ 4 拍子系）によっているが、SK
においては符点をともなう記譜（ 12 拍子系）に修正されている。 
25 小節  ・ MUZ および SK において、 4 拍目に見られる espress.の指示は自
筆譜にはない。  
26 小節  ・ MUZ および SK において、 1 拍目に見られる accel.の指示は自筆
譜には存在しない。  
・ MUZ および SK において見られる、上段の内声領域に面したそ
れぞれの 3 連符（伴奏音型）を包括するスラー線は自筆譜にない。
（自筆譜全体を通した同様箇所において同じ）  
27 小節  ・ MUZ および SK に見られる、小節全体に架かるクレッシェンド
記号は自筆譜にはない。  
28 小節  ・ MUZ および SK において 1 拍目に見られる a tempo は、自筆譜に
は存在しない。2 拍目からの f の指示についても、MUZ において
付加された。  
29 小節  ・ MUZ および SK において、 2 拍目に見られる espress.は自筆譜に
はない。  




31 小節  ・ 小節全体に横たわるクレッシェンド記号は自筆譜にはない。  
34 小節  ・ MUZ において、一拍目に見られる a tempo は自筆譜にはない。  
・ 34 から 35 小節にかけて、 1 拍ごとに上段内声の音型を統合する
スラー線は自筆譜にはない。  
36 小節  ・ MUZ お よ び SK に お い て 見 出 さ れ る Un poco meno mosso. 
Pensieroso は自筆譜にはない。  





・ 36 小節から 37 小節  かけて、上段の 4 音から成るモティーフに
対して与えられたクレッシェンド記号、ディミヌエンド記号の極
点の位置が、自筆譜においては 7 拍目の B1 であるのに対して、




43, 44, 45 
小節  
・ MUZ および SK において、各々の小節の 3 拍目から次小節 1 拍
目に横たわる順次進行の下降動機に与えられたスラー線は、自筆
譜にはない。  
40 小節  ・ 自筆譜においては、上段一拍目の C1 にテヌート記号が与えられ
ているが、MUZ および SK において欠落。  
44 小節  ・ MUZ および SK において見られる un poco cresc.の指示は、自筆
譜にはない。  
45 小節  ・ 45 小節 3 拍目から 48 小節最終拍にかけての上声部は、MUZ お
より SK において一筋のスラー線によって包括されているが、自
筆譜においては、 45 小節 3 拍目から次小節最終音まで、 47 小節
から次小節の最終音というように、スラー線が分割されている。 




・ MUZ および SK において、自筆譜には見られない上段内声に対
するスラー線が与えられている。MUZ においては 51 小節 1 拍目
から次小節 2 拍目までを一筋のスラー線、続いて下段へと跨ぐ 3
拍目から 4 拍目の 2 音間に対して新たなスラー線を与えているの
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に対し、SK においては 51 小節 1 拍目から 52 小節 4 拍目までを
一筋のスラー線によって包括している。本エディションでは SK
に従った。  
57 小節  ・ MUZ および SK に見られる 1 拍目からの cresc.の指示は自筆譜に
はない。  
60 小節  ・ 自筆譜において、2 拍目ウラは ges となっているが、MUZ および
SK においては次に続く fis に対する先取音として fis に修正され
ている。  
61 小節  ・ MUZ および SK において見られる severo は自筆譜には存在しな
い。  
・ 自筆譜にみられる 2 拍目の A と G に対する声部記譜（ 8 分音符
の連桁）は MUZ において欠落しており、SK もこれを引き継い
でいるが、明らかな誤りである。  
64 小節  ・ 一拍目の下段における前小節からの保続音である E1 は、自筆譜
において、当初は 2 分音符とされていた（ 3 拍目以降は 2 分休符）。
しかし、作曲者は後に朱鉛筆によって訂正を加え、タイの付加と
ともに次小節（ 63 小節）の 2 拍目まで音価を 2 分音符一つ分延
長し、3 拍目以降に 2 分休符を与えた。しかし一方で、同じ朱鉛
筆によって 64 小節の拡張された E1 に対して「 4」の数字を添え
ており、これはおそらく 4 分音符  четверть を意味するものであ
ると思われる。実際に、MUZ および SK においては 4 分音符 1
つ分の音価となっている。  
66 小節  ・ 自筆譜において、上段の旋律の dis1、 fis2、 h1 の 3 音に対してそ
れぞれテヌート記号が与えられているが、MUZ および SK にお




69 小節  ・ MUZ および SK において、下段の 4 拍目に見られる不可解な f
の指示は自筆譜にはなく、明らかな誤植と思われる。  




81 小節  ・ 下段の伴奏音型は、自筆譜においては以下のようになっている。 
81～ 82 
小節  





・ 自筆譜における上段内声の c1 は、MUZ および SK においては f1
に変更されている。本エディションでは MUZ に従った。  
91 小節  ・ 自筆譜において見られる上段旋律の 1 拍目 g1 は、MUZ において
4 分休符に置き換えられており、SK もこれに従っている。再現
部における対応箇所（ 293 小節）との整合性を考えるならば、MUZ
に従うべきであろう。293 小節の 1 拍目は自筆譜においても休符
になっている。  














106 小節  ・ MUZ および SK においては、自筆譜上で欠落している上段旋律
の 10 拍に対するフェルマータ記号を捕捉している。  
105~106
小節  ・ 自筆譜において、 105 小節 4 拍目から 106 小節 12 拍目にかけて
クレッシェンド記号が記され、その記号の内部に、106 小節 8 拍
目から 12 拍目にかけての短いディミニュエンド記号が記されて
おり、特徴的な記譜がとして認められる。なお、MUZ および SK
においては 106 小節の dis2 を頂点（境界）として、それ以前にク
レッシェンド記号が、それ以降にディミヌエンド記号が与えられ
ている。  
107 小節  ・ 自筆譜においては 2 拍目から ritenuto の指示が与えられている
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が、MUZ においては sostenuto に置きかえられている。  
108 小節  ・ MUZ において 2 拍目に与えられた pp は自筆譜にはない。  
115 小節  ・ MUZ において、小節全体にかかる上段のディミヌエンド記号、1
拍目から 3 拍目にかかる中段のディミヌエンド記号は自筆譜に
はない。  
119 小節  ・ MUZ において、3 拍目から与えられた espress.の指示は自筆譜に
は存在しない。  
123 小節  ・ 自筆譜において、この部分からのソノリティは当初 f とされてい
たが、MUZ においては上声部が p、低声部が mf となっている。
（ 137 小節も同様）  
127 小節  ・ 自筆譜における当初のソノリティは ff であったが、MUZ におい
ては f に変更されている。  
・ MUZ において見られる内声部 6 拍目の e1 は、自筆譜においては
8 分休符となっている。  
131 小節  ・ 自筆譜においては当初、 ff  sempre となっていたが、MUZ におい
ては f に変更されている。  
132 小節  ・ MUZ および SK に見られる不可解な 3 拍目の f は自筆譜にはなく、
明らかな誤植と思われる。  
137 小節  ・ MUZ にみられる sosten. e pesante は自筆譜には存在しない。  
140 小節  ・ rall.の開始点が自筆譜においては 4 拍目からとなっているが、
MUZ においては 7 拍目に変更されている。  
141 小節  ・ MUZ にみられる a tempo および f は自筆譜にはない。  
145 小節  ・ 自筆譜にみられる sempre の指示は斜線によって削除されてお
り、MUZ においては見られない。  
149 小節  ・ MUZ において、3 拍目から 12 拍目にかけて架かるクレッシェン
ド記号は自筆譜には見られない。  
158 小節  ・ MUZ において見られる a tempo の指示は自筆譜にはない。  
・ 自筆譜においては、1 拍目低声部の変ニ音のオクターヴの直後に




159 小節  ・ 自筆譜において当初、上段中声の 11 拍目を es1、 12 拍目を ges1
としているものに対して、作曲者は朱書きで以下の譜例のように





168 小節  ・ MUZ に見られる ma poco piu mosso の指示は自筆譜にはない。  




・ 自筆譜においては、下段内声に対して 1 小節全域の音型を包括す
る一筋のスラー線が与えられているが、MUZ においては、 1 拍
目全域に一筋のスラー線、2 拍目から 3 拍目全域にかけて新たな
スラー線が与えられている。  




171 小節  ・ MUZ に見られる 2 拍目の rit .の指示は自筆譜にはない。  
172 小節  ・ 自筆譜において、下段内声にかかるスラー線は小節全域の音型を
包括するようにかかっているが、MUZ においては、 1 拍目全域
を一つのスラー線、2 拍目から 3 拍目全域までを新たなスラー線
によって分割されている。なお、本エディションにおいては上段
内声に対して省略されたスラー線を捕捉した。  




・ MUZ に見られる、 173 小節 2 拍目からのクレッシェンド記号、
次小節 1 拍目から 3 拍目にかけてのディミヌエンド記号は自筆譜
にはない。  
174 小節  ・ 自筆譜に見られる、低声（下段）の 2 拍目および 3 拍目の F1 に
 131 
 













・ MUZ において付加された、上段の主声 3 拍目のオクターヴから





・ MUZ においては、この 2 小節間の中段内声に対して一筋のスラ
ー線を与えて包括しているが、同様の音楽的構図を示す 181～
182 小節との整合性を考えるならば、それぞれ、 187 小節 2 拍目









・ 自筆譜および MUZ において、上段と下段のユニゾン旋律（主声）
に与えられたスラー線は、それぞれ、191 小節 2 拍目から 3 拍目




192 小節  ・ MUZ に見られる、内声の ppp は自筆譜にはない。  
193～ 202 
小節  
・ MUZ においてそれぞれの 16 分音符群に与えられたスラー線は自
筆譜には見られない。  
193 小節  ・ MUZ に見られる、 1 拍目の 8 分休符に与えられたフェルマータ
記号は自筆譜にはない。  
194 小節  ・ MUZ に見られる、 1 拍目の 8 分休符に与えられたフェルマータ
記号は自筆譜にはない。  





203 小節  ・ MUZ に見られる、下段中声 3 拍目から 4 拍目かけての 8 分音符




・ それぞれの小節において、一拍目オモテおよび 3 拍目オモテに付
加された短 2 度音程による補足的音型を包括するスラー線は、
MUZ に見られるものの、自筆譜には無い。これ以降（ 214 小節、
216 小節）に出現する同音型においても同様。  
213 小節  ・ 自筆譜においては 1 拍目ウラから f が記されているが、MUZ お
よび SK においては 1 拍目オモテになっている。  
222 小節  ・ MUZ に見られるクレッシェンド記号およびディミヌエンド記号
は自筆譜にはない。  
226 小節  ・ 自筆譜にみられる ff は、MUZ において f に変更されている。  
227 小節  ・ MUZ に見られる espress.の指示は自筆譜にはない。  
228 小節  ・ MUZ および SK における accel.の指示は自筆譜にはみられない。 
230 小節  ・ MUZ に見られる a tempo の指示は自筆譜にはない。  
・ 自筆譜において、下段 2 拍目から次小節の 1 拍目最後までを一つ
スラー線によって包括しているが、整合性の点において他の呼応
箇所に統一すべきである。  
231 小節  ・ MUZ に見られる espress.の指示は自筆譜にはない。  
232 小節  ・ MUZ に見られる accel.の指示は自筆譜にはない。  
・ MUZ に見られる 3 拍目から 4 拍目最後にかけてのクレッシェン
ド記号は自筆譜にはない。  
234 小節  ・ MUZ に見られる cresc.の指示は自筆譜にはない。  
236 小節  ・ MUZ に見られる a tempo の指示は自筆譜にはない。  
236～ 237 
小節  
・ MUZ に見られる上声部に対するスラー線は自筆譜にはない。  
237 小節  ・ MUZ に見られる cresc.の指示は自筆譜にはない。  
238 小節  ・ 自筆譜に見られる f は、MUZ では ff に変更されている。  
・ MUZ に見られる sotto の表記は自筆譜にはない。  
244～ 245 
小節  
・ 自筆譜におけるは rall.  e diminuendo poco a poco の指示が見られ
るが、MUZ においては e diminuendo が欠落している。  
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248 小節  ・ MUZ および SK に見られる ppp は自筆譜には無い。  
・ 自筆譜において、下段の全音符による 4 度（As1 と Des）の保続
音にフェルマータ記号を欠くが、MUZ において捕捉されている。 
249 小節  ・ 自筆譜に見られる a tempo の指示は MUZ において削除され、
irresoluto に置き換えられている。  
・ 下段において、前小節から 4 度保続音（As1 と Des）は、自筆譜
においては一拍目一杯（ 4 分音符の長さ）までとなっているが、






255 小節  ・ 同上  
263 小節  ・ MUZ に見られる severo の表記は自筆譜にはない。  
・ 自筆譜に見られる p の指示は、MUZ において mp に変更されてい
る。  
265 小節  ・ 自筆譜に見られる p の指示は、MUZ において f に変更されてい
る。  
271 小節  ・ 自筆譜に見られる f の指示は、MUZ において欠落している。本
エディションにおいて捕捉した。  




・ MUZ に見られる上段内部のスラー線を欠くが、MUZ では補足さ
れている。これ以降の類似箇所においても同様。  





283 小節  ・ MUZ に見られる、上段の変イ長調の和音（ 4 分音符）に対する
アクセント記号は、自筆譜にはない。  
・ 自筆譜においては 2 拍目の 3 音は三連符であるが、MUZ では 16
分音符 2 つと 8 分音符 1 つの組み合わせになっている。  








て消去されており、MUZ においても反映されていない。  
296 小節  MUZ における上声部の fff は自筆譜には見られない。  
自筆譜に存在する低声部 2 拍目の 3 音から成る音型（ d2,g1,e2＝ 16
分音符 2 つ＋ 8 分音符 1 つ）は MUZ において欠落している。  




309 小節  ・ 同上  
321 小節  ・ MUZ に見られる、上段および下段内声の 3 拍目から 4 拍目最後
にかけてのモティーフ（ h, a, h, c）に対するスラー線は自筆譜に
はない。これ以降の呼応箇所全てにおいても同様。  




・ MUZ に見られる、この 3 小節間の上段および下段内声の 4 音単
位（ 2 拍ごと）に与えられたスラー線は、自筆譜にはない。  
331～ 334 
小節  
・ 自筆譜には、それぞれの小節の下段 3 拍目の 16 分音符による 4
音を、 1 つの連桁を共有しつつ 2 分割（すなわち、 16 分音符 2
つ＋ 16 分音符 2 つ）した記譜を徹底して用いている。しかしな
がら、MUZ ではこの表記は 333 小節においてのみ反映されてお
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